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法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
│
│
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
を
中
心
に
│
│
大
久
保　
慶　
子
一
、
は
じ
め
に
　
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
四
百
種
を
超
え
る
短
編
物
語
「
お
伽
草
子
」
の
一
種
で
あ
る
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
は
、
成
立
年
代
や
作
者
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
赤
木
文
庫
旧
蔵
の
室
町
時
代
末
期
頃
の
写
本
の
み
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
同
年
代
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
伝
本
に
は
、
専
想
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
物
語
が
先
に
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
に
浄
土
宗
の
宗
祖
で
あ
る
法
然
上
人
（
以
下
、
す
べ
て
の
尊
称
を
省
略
す
る
）
が
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
清
水
寺
で
説
法
し
た
と
さ
れ
る
出
来
事
と
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
に
讃
岐
国
に
配
流
さ
れ
た
「
建
永
の
法
難
（
も
し
く
は
「
承
元
の
法
難
」
と
も
）」
と
い
う
専
修
念
仏
の
弾
圧
事
件
を
題
材
に
し
て
い
る
物
語
で
あ
り
、
物
語
の
梗
概
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
七
月
十
五
日
、
法
然
は
清
水
寺
で
「
往
生
の
執
因
」
を
談
ず
る
つ
い
で
に
「
出
家
の
功
徳
」
を
讃
嘆
し
た
。
こ
の
説
法
を
聴
聞
し
て
い
た
一
条
今
出
河
の
左
大
臣
の
御
内
で
あ
る
松
虫
・
鈴
虫
と
い
う
二
人
の
女
性
は
、
こ
れ
ま
で
の
栄
華
の
日
々
か
ら
地
獄
を
厭
い
て
出
家
を
決
意
し
、
そ
の
日
の
夜
の
う
ち
に
御
所
を
出
て
、
法
然
か
ら
戒
を
授
か
り
出
家
す
る
。
後
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五
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
日
、
帝
は
二
人
の
出
家
を
知
り
、
出
家
を
許
し
た
人
物
を
捜
索
す
る
と
、
そ
の
人
物
が
法
然
で
あ
る
と
判
明
し
、
流
罪
に
処
す
こ
と
を
定
め
る
。
法
然
も
こ
の
仰
せ
に
従
う
が
、
こ
の
由
を
聞
い
て
い
た
弟
子
の
住
蓮
（
本
文
で
は
「
住
連
」）
は
、
法
然
の
身
代
わ
り
と
し
て
罰
を
受
け
る
こ
と
を
決
意
し
、
別
れ
を
告
げ
る
た
め
に
母
の
家
を
訪
れ
る
が
、
母
の
説
得
に
よ
っ
て
身
代
わ
り
を
諦
め
る
。
し
か
し
、
法
然
と
父
母
兄
弟
を
救
う
た
め
に
再
び
決
意
し
、
住
蓮
は
二
人
の
出
家
を
許
可
し
た
者
で
あ
る
と
名
乗
り
出
て
捕
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
法
然
に
辞
世
の
句
を
書
き
遺
し
、
近
江
国
の
馬
淵
に
て
三
十
九
歳
で
処
刑
さ
れ
る
。
後
日
、
文
を
受
け
取
っ
た
法
然
は
、
住
蓮
の
母
に
も
こ
の
文
を
送
る
が
、
母
は
住
蓮
の
死
を
嘆
き
悲
し
み
、
遺
骸
を
形
見
に
し
よ
う
と
近
江
国
に
向
う
が
、
途
中
の
石
山
で
亡
く
な
っ
た
。
　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
物
語
が
浄
土
宗
も
し
く
は
浄
土
教
系
の
談
義
の
場
で
用
い
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
「
談
義
本
」
と
し
て
の
要
素
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
物
語
を
「
談
義
本
」
と
し
て
捉
え
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
法
然
の
説
法
に
つ
い
て
は
、
内
容
に
関
す
る
考
察
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
十
分
な
議
論
は
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
　
本
論
で
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
法
然
の
説
法
の
う
ち
、
特
に
子
細
に
記
さ
れ
て
い
る
「
出
家
の
功
徳
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
法
然
の
法
語
類
な
ど
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
中
で
ど
の
よ
う
な
「
法
然
思
想
」
が
形
成
さ
れ
、
人
々
に
受
容
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
二
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
法
然
の
説
法
に
つ
い
て
　
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
法
然
の
説
法
で
は
、「
往
生
の
執
因
」
を
談
ず
る
つ
い
で
に
「
出
家
の
功
徳
」
を
讃
嘆
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
往
生
の
執
因
」
の
内
容
に
関
し
て
は
一
切
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
放
逸
邪
見
の
衆
生
で
あ
っ
て
も
頭
を
剃
り
、
衣
を
墨
に
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仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
染
め
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
当
来
の
導
師
で
あ
る
弥
勒
菩
薩
に
付
属
さ
れ
る
と
説
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
は
「
出
家
ノ
功
徳
ハ
、
ス
ク
レ
タ
リ
ト
、
オ
ホ
ユ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ
た
上
で
、
地
蔵
菩
薩
と
獄
卒
の
問
答
を
用
い
な
が
ら
「
出
家
の
功
徳
」
に
つ
い
て
説
示
し
て
お
り
、
ま
ず
問
答
の
前
半
部
分
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ナ
カ
ン
ツ
ク
ニ
、
六
道
能
化
ノ
地
蔵
菩
薩
ト
、
獄
卒
ト
、
問
答
シ
タ
マ
フ
コ
ト
ア
リ
、
コ
丶
ニ
、
ア
ル
罪
人
ヲ
、
地
蔵
ハ
、
地
獄
ニ
オ
ト
サ
ン
ト
、
ノ
タ
マ
フ
、
獄
卒
ハ
、
オ
ト
サ
シ
ト
申
、
コ
レ
大
ナ
ル
不
審
ナ
リ
、
六
道
ノ
能
化
地
蔵
ハ
、
阿
弥
陀
如
来
ノ
分
身
ト
シ
テ
、
ワ
カ
名
ヲ
ト
ナ
ヘ
ン
、
衆
生
ノ
苦
ニ
カ
ハ
リ
テ
、
ワ
レ
地
獄
ニ
オ
ツ
ル
ト
モ
、
罪
人
ヲ
オ
ト
サ
シ
ト
、
チ
カ
ヒ
テ
、
六
道
ノ
ツ
チ
ニ
、
タ
チ
タ
マ
ヘ
ル
菩
薩
、
ナ
ニ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
コ
ノ
罪
人
一
人
ニ
カ
キ
リ
テ
、
地
獄
ヘ
オ
ト
サ
ン
ト
、
オ
ホ
セ
ラ
レ
サ
フ
ラ
フ
ソ
ト
申
、
又
、
コ
ト
ニ
、
サ
ウ
ヲ
ヨ
セ
テ
、
罪
人
ヲ
、
カ
シ
ヤ
ク
セ
ン
ト
、
オ
モ
フ
モ
ノ
丶
、
ナ
ニ
ノ
ユ
ヘ
ニ
、
コ
ノ
罪
人
ハ
カ
リ
ヲ
、
獄
卒
ノ
、
地
獄
ヘ
オ
ト
サ
シ
ト
、
申
ソ
ト
、
ノ
タ
マ
フ
ニ
　
問
答
の
前
半
部
分
で
は
、
地
蔵
菩
薩
が
あ
る
罪
人
を
地
獄
に
お
と
す
と
言
う
が
、
獄
卒
は
地
獄
に
お
と
さ
な
い
と
言
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
衆
生
の
苦
に
代
わ
っ
て
地
獄
に
お
ち
る
こ
と
を
誓
い
六
道
の
辻
に
立
つ
菩
薩
が
、
何
故
こ
の
罪
人
一
人
に
限
っ
て
地
獄
に
お
と
す
の
か
と
い
う
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
問
答
の
後
半
部
分
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
コ
レ
ハ
、
ム
カ
シ
天
竺
ニ
、
九
乱
女
ト
イ
フ
女
人
ナ
リ
、
男
ホ
カ
ヘ
ユ
キ
タ
ル
ア
ト
ニ
、
修
行
者
ノ
僧
来
テ
、
出
家
ノ
功
徳
ヲ
、
ト
ク
ヲ
キ
丶
テ
、
一
念
発
起
菩
提
心
ヲ
、
オ
コ
シ
テ
、
男
ヲ
、
マ
タ
ス
シ
テ
出
家
シ
オ
ハ
リ
ヌ
、
ソ
ノ
ノ
チ
、
男
カ
ヘ
リ
テ
、
女
房
ノ
ス
カ
タ
ヲ
見
テ
、
成
ス
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
カ
ミ
ヲ
オ
ヤ
シ
テ
、
又
女
ト
ナ
リ
ヌ
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
獄
卒
ニ
、
カ
シ
ヤ
ク
セ
ラ
レ
テ
、
閻
魔
王
ノ
マ
ヘ
ニ
、
ヒ
サ
マ
ツ
キ
ケ
ル
ハ
、
コ
ノ
罪
人
ノ
コ
ト
ナ
リ
、
タ
ト
ヒ
、
罪
業
深
重
ノ
衆
生
ナ
リ
ト
モ
、
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
モ
、
大
乗
セ
チ
ヱ
ノ
、
カ
ミ
ソ
リ
ヲ
、
カ
ウ
ヘ
ニ
ア
テ
ヌ
ル
モ
ノ
丶
、
地
獄
ニ
堕
ヌ
レ
ハ
、
ソ
ノ
地
獄
ノ
釜
ヤ
フ
レ
テ
、
ソ
ノ
中
ノ
罪
人
ノ
、
数
ヲ
モ
ラ
サ
ス
、
一
度
ニ
、
善
所
ニ
生
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
コ
ノ
ク
ラ
ン
女
一
人
、
地
獄
ヘ
オ
チ
タ
ラ
ハ
、
地
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七
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
獄
ノ
釜
破
テ
、
ノ
コ
リ
ノ
罪
人
ヲ
、
仏
ケ
ニ
、
ナ
サ
ン
カ
タ
メ
ニ
、
地
蔵
ハ
、
地
獄
ヘ
オ
ト
サ
ン
ト
、
ノ
タ
マ
フ
、
獄
卒
ハ
、
通
力
ノ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
衆
生
カ
、
善
所
ヘ
生
ス
ヘ
シ
ト
テ
地
獄
ヘ
、
オ
ト
サ
シ
ト
申
　
あ
る
罪
人
と
言
っ
て
い
た
人
物
は
、
天
竺
の
「
九
乱
女
」
と
い
う
女
性
で
あ
り
、
修
行
僧
の
「
出
家
の
功
徳
」
を
聴
聞
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
一
念
発
起
し
、
男
性
の
帰
り
を
待
た
ず
に
出
家
し
た
が
、
帰
宅
し
た
男
性
に
制
さ
れ
て
「
カ
ミ
ヲ
オ
ヤ
シ
テ
、
又
女
ト
ナ
リ
ヌ
」
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
獄
卒
に
呵
責
さ
れ
て
閻
魔
王
の
前
に
跪
い
て
い
る
「
罪
人
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、「
還
俗
」
と
い
う
行
為
が
地
獄
に
お
ち
る
罪
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
一
般
的
に
還
俗
と
は
、
一
度
僧
籍
に
入
っ
た
者
が
元
の
俗
人
に
戻
る
こ
と
で
あ
り
、『
平
家
物
語
』
で
は
、
比
叡
山
の
座
主
の
明
雲
に
対
し
て
「
同
十
八
日
、
太
政
大
臣
以
下
の
公
卿
十
三
人
、
参
内
し
て
陣
の
座
に
つ
き
、
先
の
座
主
罪
科
の
事
儀
定
あ
り
。　
（
中
略
）　
僧
を
罪
す
る
習
と
て
、
度
縁
を
召
し
返
し
、
還
俗
せ
さ
せ
奉
り
、
大
納
言
大
輔
、
藤
井
の
松
枝
と
、
俗
名
を
ぞ
つ
け
ら
れ
け
る
。」
と
あ
り
、
刑
罰
と
し
て
の
還
俗
が
科
せ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
後
に
こ
の
行
為
が
原
因
と
な
っ
て
堕
獄
し
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
蓮
に
仮
託
し
て
作
ら
れ
た
と
さ
れ
る
『
出
家
功
徳
御
書
』
に
は
、「
大
勢
至
経
に
云
く
、『
衆
生
五
の
失
あ
り
、
必
ず
悪
道
に
堕
ち
ん
。
一
に
は
出
家
還
俗
の
失
な
り
。』
又
云
く
、『
出
家
の
還
俗
は
其
の
失
五
逆
に
過
ぎ
た
り
』。　
（
中
略
）　
然
る
に
今
宿
善
薫
発
し
て
出
家
せ
る
人
の
、
還
俗
の
心
付
き
て
落
つ
る
な
ら
ば
、
彼
の
五
逆
罪
の
人
よ
り
も
罪
深
く
し
て
、
大
地
獄
に
堕
つ
べ
し
と
申
す
経
文
な
り
。」
と
あ
り
、
経
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
還
俗
は
五
逆
罪
よ
り
も
罪
が
深
い
の
で
大
地
獄
に
お
ち
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
法
然
が
女
性
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
問
答
を
集
め
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
で
は
、「
一
。
還
俗
を
心
な
ら
す
し
て
候
は
ん
は
、
い
か
に
。
答
。
あ
さ
く
や
。」
と
あ
り
、
還
俗
を
心
な
ら
ず
に
行
っ
た
場
合
は
、
そ
の
罪
は
浅
い
と
答
え
て
い
る
が
、
他
の
問
答
に
は
「
一
。
尼
法
師
、
か
み
を
お
ほ
す
、
つ
み
に
て
候
か
。
答
。
三
悪
道
の
業
に
て
候
。」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
尼
法
師
が
髪
を
伸
ば
す
と
い
う
行
為
に
つ
い
て
は
、
三
悪
道
の
業
で
あ
る
と
厳
し
く
答
え
て
お
り
、
法
然
が
尼
法
師
に
戒
律
を
厳
守
さ
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教
学
会
紀
要　
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号
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
『
出
家
功
徳
御
書
』
や
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
還
俗
と
い
う
行
為
が
「
罪
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
問
答
で
は
、
九
乱
女
の
よ
う
に
個
人
的
な
理
由
で
す
ぐ
に
還
俗
し
た
者
は
、
そ
の
罪
に
よ
っ
て
堕
獄
す
る
と
い
う
悪
業
の
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
大
乗
の
剃
刀
を
頭
に
当
て
た
者
が
地
獄
に
お
ち
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
獄
の
釜
が
割
れ
て
中
の
罪
人
を
一
度
に
往
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
地
蔵
菩
薩
は
九
乱
女
一
人
だ
け
を
地
獄
に
お
と
す
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
物
語
で
は
、
九
乱
女
の
よ
う
に
還
俗
し
た
罪
人
で
あ
っ
て
も
「
出
家
の
功
徳
」
は
消
滅
せ
ず
、
そ
の
功
徳
は
地
獄
に
い
る
他
の
罪
人
を
一
度
に
救
済
で
き
る
ほ
ど
優
れ
て
い
る
と
い
う
思
想
が
説
き
示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
法
然
の
説
法
を
聴
聞
し
た
松
虫
・
鈴
虫
が
こ
れ
ま
で
の
栄
華
の
日
々
で
犯
し
た
多
く
の
罪
を
懺
悔
し
、
地
獄
に
お
ち
る
こ
と
を
厭
う
場
面
で
は
、
シ
カ
ル
ニ
今
日
、
サ
イ
ハ
ヒ
ニ
、
大
乗
ノ
法
文
ヲ
、
聴
聞
セ
リ
、
宿
因
、
少
ニ
ア
ラ
ス
、
コ
ノ
ツ
イ
テ
ニ
、
我
等
、
聖
人
ノ
御
坊
ニ
、
尋
マ
ヒ
リ
、
出
家
ノ
形
ニ
ナ
リ
、
ハ
ナ
レ
カ
タ
キ
、
娑
婆
ノ
火
宅
ヲ
イ
テ
、
生
カ
タ
キ
、
浄
土
ノ
菩
提
ニ
、
ウ
マ
レ
ン
コ
ト
ヲ
、
ネ
ン
コ
ロ
ニ
、
カ
タ
リ
ケ
リ
　
と
述
べ
た
後
、
法
然
の
も
と
で
「
出
家
聚
戒
」
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
罪
を
犯
し
た
者
で
あ
っ
て
も
、
出
家
受
戒
に
よ
っ
て
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
一
方
、
法
然
の
法
語
類
な
ど
に
は
、
法
然
が
九
条
兼
実
の
北
政
所
や
正
如
房
、
鎌
倉
の
二
位
の
禅
尼
、
大
胡
太
郎
実
秀
の
妻
室
な
ど
の
女
性
た
ち
を
教
化
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
法
然
は
こ
の
女
性
た
ち
に
出
家
を
勧
め
る
こ
と
は
な
く
、
著
で
あ
る
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
「
故
知
念
仏
易
故
通
於
一
切
諸
行
難
故
不
通
諸
機
然
則
為
令
一
切
衆
生
平
等
往
生
捨
難
取
易
為
本
願
歟　
（
中
略
）　
然
則
弥
陀
如
来
法
蔵
比
丘
之
昔
被
催
平
等
慈
悲
普
為
摂
於
一
切
不
以
造
像
起
塔
等
諸
行
為
往
生
本
願
院唯
以
称
名
念
仏
一
行
為
其
本
願
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、「
称
名
念
仏
」
が
阿
弥
陀
仏
に
選
択
さ
れ
た
唯
一
の
往
生
行
で
（
（
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法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
あ
る
こ
と
を
論
証
し
、
念
仏
を
称
え
る
こ
と
で
す
べ
て
の
人
が
平
等
に
往
生
で
き
る
と
い
う
「
専
修
念
仏
」
の
思
想
を
導
き
出
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
思
想
を
老
若
男
女
な
ど
問
わ
ず
に
一
貫
し
て
説
い
て
い
た
。
そ
し
て
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
は
、「
一
。
出
家
し
候
は
ね
と
も
、
往
生
は
し
候
か
。
答
。
在
家
な
か
ら
往
生
す
る
人
お
ほ
し
。」
と
あ
り
、
出
家
し
て
い
な
く
て
も
極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
在
家
の
ま
ま
で
往
生
す
る
人
は
多
い
と
答
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
が
出
家
者
と
在
家
者
と
い
う
区
別
な
く
、
称
名
念
仏
に
よ
る
往
生
を
説
い
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
で
は
、
捕
虜
の
身
と
な
っ
た
平
重
衡
が
法
然
か
ら
教
え
を
受
け
て
い
る
場
面
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
今
は
頭
を
そ
り
戒
を
た
も
ち
な
ん
ど
し
て
、
偏
に
仏
道
修
行
し
た
う
候
へ
ど
も
、
か
か
る
身
に
ま
か
り
な
ッ
て
候
へ
ば
、
心
に
心
を
も
ま
か
せ
候
は
ず
。　
（
中
略
）　
願
は
く
は
上
人
慈
悲
を
お
こ
し
あ
は
れ
み
を
た
れ
て
、
か
か
る
悪
人
の
た
す
か
り
ぬ
べ
き
方
法
候
は
ば
、
し
め
し
給
へ
」。　
（
中
略
）　
出
離
の
道
ま
ち
〳
〵
な
り
と
い
へ
ど
も
、
末
法
濁
乱
の
機
に
は
、
称
名
を
も
ッ
て
勝
れ
た
り
と
す
。
心
ざ
し
を
九
品
に
わ
か
ち
、
行
を
六
字
に
つ
づ
め
て
、
い
か
な
る
愚
智
闇
鈍
の
者
も
唱
ふ
る
に
便
あ
り
。
罪
ふ
か
け
れ
ば
と
て
卑
下
し
給
ふ
べ
か
ら
ず
。　
（
中
略
）　
中
将
な
の
め
な
ら
ず
悦
び
て
、「
此
つ
い
で
に
戒
を
た
も
た
ば
や
と
存
じ
候
は
、
出
家
仕
り
候
は
で
は
か
な
ひ
候
ま
じ
や
」
と
申
さ
れ
け
れ
ば
、「
出
家
せ
ぬ
人
も
戒
を
た
も
つ
事
は
世
の
常
の
な
ら
ひ
な
り
」
と
て
、
額
に
か
う
ぞ
り
を
あ
て
て
そ
る
ま
ね
を
し
て
十
戒
を
さ
づ
け
ら
れ
け
れ
ば
、
中
将
随
喜
の
涙
を
な
が
い
て
是
を
う
け
た
も
ち
給
ふ
。
　
出
家
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
重
衡
に
対
す
る
救
い
と
し
て
、
法
然
は
称
名
念
仏
の
功
徳
を
説
い
た
後
、
重
衡
の
要
望
に
よ
り
「
十
戒
」
を
授
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
衡
が
称
名
念
仏
だ
け
で
な
く
、
受
戒
に
よ
っ
て
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
確
固
た
る
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
法
然
と
「
戒
」
に
つ
い
て
は
、『
選
択
本
願
念
仏
集
』
に
「
即
今
選
捨
前
布
施
持
戒
乃
至
孝
養
父
母
等
諸
行
選
取
専
称
仏
号
故
云
選
択
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
持
戒
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
行
で
は
な
い
（
（
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〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
法
然
は
師
で
あ
る
叡
空
の
円
頓
戒
を
相
承
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
門
弟
た
ち
に
円
頓
戒
を
授
け
、
信
者
の
求
め
に
応
じ
て
授
戒
や
布
薩
の
説
戒
を
行
っ
て
お
り
、『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（『
四
巻
伝
』）
に
は
、「
上
人
は
始
は
戒
を
と
き
て
人
に
授
、
後
に
は
教
を
弘
て
ほ
と
け
に
な
さ
し
め
給
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
法
然
が
授
戒
や
説
戒
の
後
に
念
仏
の
教
え
を
説
く
と
い
う
方
法
で
人
々
を
教
化
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
戒
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
に
「
一
。
女
房
の
聴
聞
し
候
に
、
戒
を
た
も
た
せ
候
を
や
ふ
り
候
は
ん
す
れ
は
と
て
、
た
も
つ
と
も
申
候
は
ぬ
は
、
い
か
ゝ
候
へ
き
。
た
ゝ
聴
聞
の
に
わ
に
て
は
、
一
時
た
も
つ
と
申
候
か
、
め
て
た
き
事
と
申
候
は
、
ま
こ
と
に
て
候
か
。
答
。
こ
れ
は
く
る
し
く
候
は
す
、
た
と
ひ
の
ち
に
や
ふ
れ
候
と
も
、
そ
の
時
た
も
た
ん
と
お
も
ふ
心
に
て
、
た
も
つ
と
申
す
は
よ
き
事
に
て
候
。」
と
あ
り
、
聴
聞
の
際
に
戒
を
保
つ
と
言
え
な
か
っ
た
女
房
に
対
し
て
、
た
と
え
後
に
戒
を
破
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
時
に
保
と
う
と
思
う
心
に
よ
っ
て
保
つ
と
言
う
こ
と
は
良
い
こ
と
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
然
が
受
戒
し
た
者
に
寛
容
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
以
上
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
法
然
の
説
法
で
は
、
本
来
、
法
然
が
説
い
て
い
た
専
修
念
仏
の
思
想
で
は
な
く
、
地
蔵
菩
薩
と
獄
卒
の
問
答
な
ど
を
用
い
な
が
ら
「
出
家
の
功
徳
」
が
子
細
に
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
出
家
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
説
法
を
聴
聞
し
た
松
虫
・
鈴
虫
が
無
断
で
出
家
受
戒
し
た
こ
と
に
よ
り
、
法
然
の
流
罪
が
定
ま
っ
た
場
面
で
は
、
聖
人
、
コ
ノ
ヨ
シ
ヲ
、
キ
コ
シ
メ
シ
テ
、
ウ
レ
シ
キ
カ
ナ
ヤ
、
ワ
レ
ラ
、
此
女
人
ノ
出
家
ニ
依
テ
、
罪
科
ニ
及
ハ
ン
コ
ト
、
三
世
ノ
諸
仏
モ
、
十
方
ノ
薩
埵
モ
、
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
、
随
喜
シ
玉
フ
ラ
ン
ト
テ
、
驚
玉
ハ
ス
　
と
あ
り
、
物
語
の
法
然
は
、
女
性
の
出
家
を
積
極
的
に
容
認
し
て
い
る
人
物
と
し
て
え
が
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
思
想
が
物
語
の
中
で
説
か
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
中
世
の
幅
広
い
享
受
者
の
中
で
も
、
特
に
女
性
に
向
け
て
物
語
を
布
教
す
る
た
め
、
浄
土
宗
も
し
く
は
浄
土
教
系
の
門
徒
の
手
に
よ
っ
て
、
法
然
の
法
語
類
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
、
新
た
な
「
法
然
思
想
」
が
つ
く
り
出
さ
（
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一
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
れ
、
談
義
の
場
で
説
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
三
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
女
性
へ
の
布
教
に
つ
い
て
　
中
世
の
説
話
が
談
義
・
唱
導
の
場
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、『
法
華
経
』
の
注
釈
書
や
浄
土
宗
の
談
義
書
、
浄
土
真
宗
の
談
義
本
な
ど
の
研
究
か
ら
、
談
義
・
唱
導
と
「
お
伽
草
子
」
と
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
。
　
そ
し
て
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
嘆
文
』
で
は
、
法
然
の
説
法
と
し
て
「
出
家
の
功
徳
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
説
法
を
聴
聞
し
た
松
虫
・
鈴
虫
の
懺
悔
に
は
、
シ
カ
モ
又
、
ワ
レ
ラ
カ
カ
タ
チ
、
天
下
ニ
ア
ハ
レ
ミ
ル
人
コ
ト
ニ
、
思
ヲ
カ
ク
ル
ラ
ン
、
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
悪
道
ニ
、
ヲ
チ
シ
ツ
マ
ン
コ
ト
、
国
王
モ
大
臣
モ
タ
ス
ケ
タ
マ
ハ
シ
、
公
卿
殿
上
人
モ
、
カ
ハ
リ
タ
マ
ハ
シ
、
タ
丶
身
ニ
ソ
ウ
モ
ノ
ハ
、
ナ
ミ
タ
ハ
カ
リ
ナ
ル
ヘ
シ
　
と
あ
り
、
二
人
の
容
姿
が
多
く
の
人
の
思
い
を
か
き
乱
し
た
た
め
に
悪
道
に
お
ち
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
容
姿
が
原
因
と
な
っ
て
堕
獄
す
る
と
い
う
「
女
性
罪
業
観
」
が
記
さ
れ
て
お
り
、
物
語
で
は
、
こ
れ
ら
の
罪
に
よ
る
堕
獄
を
免
れ
る
方
法
と
し
て
出
家
が
説
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
「
お
伽
草
子
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
女
性
に
対
す
る
罪
業
を
記
し
た
物
語
が
他
に
も
あ
り
、
そ
の
一
部
と
し
て
『
有
善
女
物
語
』
で
は
、「
善
導
和
尚
ノ
、
オ
ン
コ
ト
ハ
ニ
、
世
ハ
ミ
ナ
、
悪
人
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
コ
ト
ニ
女
ハ
、
悪
業
フ
カ
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
汝
、
イ
カ
ナ
ル
悪
人
悪
縁
ニ
ア
フ
ト
カ
、
ト
モ
ニ
、
地
獄
ニ
オ
チ
ン
ス
ラ
ン
、
不
便
サ
ヨ
ト
、
オ
ホ
セ
ラ
レ
テ
、
オ
ン
カ
ナ
シ
ミ
、
ア
リ
シ
ナ
（
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二
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
リ
」
と
あ
り
、『
小
男
の
草
子
』
の
絵
詞
に
は
、「
い
と
ゞ
だ
に
女
房
は
罪
深
き
と
申
に
、
か
や
う
に
物
を
お
も
は
せ
ぬ
物
か
な
。
極
楽
へ
御
参
り
候
事
は
な
る
ま
じ
く
候
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
再
建
途
中
の
東
大
寺
で
法
然
が
導
師
と
な
っ
て
大
仏
供
養
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
『
大
仏
供
養
物
語
』
で
は
、
サ
レ
ハ
女
人
ハ
、
三
世
ノ
諸
仏
ニ
ス
テ
ラ
レ
タ
リ
、
女
人
ノ
頂
ニ
、
ク
ツ
チ
ノ
カ
ナ
ヘ
ア
リ
、
カ
タ
ニ
、
火
毒
ノ
ホ
ム
ラ
ア
リ
、
腹
ニ
、
剣
ホ
ク
ノ
、
ツ
ル
キ
ノ
山
ア
リ
、
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
ノ
、
不
浄
悪
業
ノ
ト
カ
ヲ
、
身
中
ニ
ツ
ヽ
メ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
女
人
ヲ
ハ
、
ト
コ
シ
ナ
ヘ
ニ
、
忌
深
、
イ
マ
レ
ス
ル
モ
ノ
ト
、
説
給
ヘ
リ　
（
中
略
）　
女
人
ノ
業
障
ノ
深
事
、
カ
ク
ノ
コ
ト
シ
、
浅
増
キ
コ
ト
、
カ
キ
リ
ナ
シ
ト
云
ト
モ
、
阿
弥
陀
如
来
、
広
大
無
辺
ノ
御
慈
悲
ニ
テ
、
四
十
八
願
ノ
中
ニ
、
第
三
十
五
ノ
願
ニ
言
、
設
我
得
仏
、
十
方
無
量
、
不
可
思
議
、
諸
仏
世
界
、
其
有
女
人
、
聞
我
名
号
、
歓
喜
信
楽
、
発
菩
提
心
、
厭
悪
女
身
、
寿
終
之
後
、
復
為
女
像
者
、
不
取
正
覚
、
ト
、
説
タ
マ
ヘ
リ
　
と
あ
り
、
法
然
は
女
性
の
罪
業
を
説
い
た
後
に
、
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
の
第
三
十
五
願
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
女
性
の
往
生
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
も
出
家
受
戒
に
よ
る
往
生
の
思
想
だ
け
で
な
く
、
懺
悔
す
る
女
性
の
言
葉
の
中
に
罪
業
思
想
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
語
の
享
受
者
に
罪
業
を
意
識
さ
せ
よ
う
と
す
る
働
き
が
見
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
法
然
の
伝
記
類
の
う
ち
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
話
の
構
造
が
類
似
し
て
い
る
『
法
然
上
人
秘
伝
』
は
、
法
然
や
そ
の
周
辺
の
人
物
に
関
す
る
話
を
集
成
し
た
書
と
さ
れ
、
隆
寛
律
師
の
撰
述
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
に
談
義
僧
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
お
り
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
と
『
法
然
上
人
秘
伝
』
の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
伊
藤
正
順
氏
は
「『
法
然
上
人
秘
伝
』
は
、
そ
の
体
裁
か
ら
編
集
の
際
に
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
か
、
あ
る
い
は
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』（
仮
題
）
を
座
右
に
置
き
、
そ
の
内
容
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
形
で
法
然
上
人
の
伝
記
の
中
に
挿
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
指
摘
し
た
上
で
、
相
違
点
と
し
て
「
①
『
法
然
上
人
秘
伝
』
に
示
さ
れ
て
い
る
土
御
門
院
の
記
述
は
、
他
の
二
本
に
は
記
さ
れ
（
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三
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
て
い
な
い
こ
と
。
②
『
法
然
上
人
秘
伝
』
で
は
、
両
姫
を
出
家
さ
せ
た
法
然
上
人
を
、
朝
廷
側
は
六
條
河
原
に
て
斬
首
に
処
す
と
記
し
て
い
る
が
、
他
の
二
本
に
は
流
罪
に
処
す
と
記
し
て
い
る
こ
と
。」
の
二
点
を
挙
げ
て
い
る
が
、
前
掲
の
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
い
て
、
松
虫
・
鈴
虫
の
容
姿
が
原
因
と
な
り
悪
道
に
お
ち
る
と
記
さ
れ
て
い
る
場
面
が
『
法
然
上
人
秘
伝
』
で
は
、
又
人
身
ヲ
得
タ
リ
ト
云
五
障
三
従
ノ
女
人
ナ
リ
龍
女
韋
提
ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
成
仏
シ
ガ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
又
我
等
ガ
姿
ナ
ベ
テ
ノ
人
ニ
ハ
似
ズ
天
下
ニ
風
聞
ア
レ
バ
イ
カ
ニ
見
ル
人
ゴ
ト
ニ
上
下
ヲ
キ
ラ
ハ
ズ
幾
ク
千
万
無
量
ノ
思
ノ
多
ク
カ
丶
ル
ラ
ン
其
ノ
思
ヒ
ヲ
ヤ
ス
メ
ン
ト
ス
レ
バ
邪
婬
嫉
妬
ノ
罪
深
シ
其
ノ
思
ヲ
ヤ
ス
メ
ン
ト
ス
レ
バ
慳
貧
係
念
ノ
罪
一
ト
シ
テ
遁
レ
ガ
タ
シ
此
ノ
罪
因
ニ
依
テ
地
獄
ニ
落
ナ
ン
時
ハ
国
王
大
臣
モ
助
ケ
給
ハ
ジ
公
卿
殿
上
人
モ
カ
ハ
リ
給
フ
ベ
カ
ラ
ズ
只
ダ
身
ニ
ソ
ウ
モ
ノ
ハ
影
バ
カ
リ
先
立
モ
ノ
ハ
涙
バ
カ
リ
ナ
ル
ベ
シ
　
と
あ
り
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
五
障
三
従
」
や
「
邪
婬
嫉
妬
の
罪
」、「
慳
貧
係
念
の
罪
」
と
い
う
罪
業
に
関
す
る
文
言
な
ど
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
に
成
立
し
た
『
法
然
上
人
秘
伝
』
は
、
よ
り
「
女
性
罪
業
観
」
を
強
調
し
て
説
い
て
い
る
話
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
四
、
お
わ
り
に
　
本
論
で
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
法
然
の
説
法
の
う
ち
、「
出
家
の
功
徳
」
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
思
想
内
容
の
考
察
を
試
み
た
。「
出
家
の
功
徳
」
は
、
本
来
、
法
然
が
説
く
こ
と
は
な
か
っ
た
思
想
で
あ
る
が
、
物
語
で
は
、
法
然
が
「
出
家
の
功
徳
」
を
称
揚
し
た
上
で
、
そ
の
根
拠
と
し
て
地
蔵
菩
薩
と
獄
卒
の
問
答
な
ど
を
用
い
な
が
ら
、
特
に
女
性
に
対
す
る
出
家
の
思
想
を
強
調
し
て
説
い
て
お
り
、
こ
の
説
法
を
聴
聞
し
た
松
虫
・
鈴
虫
が
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を
願
っ
て
出
家
受
戒
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
（
（
36
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四
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
が
法
然
の
説
法
を
記
し
た
「
談
義
本
」
と
し
て
談
義
の
場
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
教
え
か
ら
大
き
く
変
容
し
た
「
法
然
思
想
」
が
広
く
流
布
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
註
「
お
伽
草
子
」
と
は
、
狭
義
に
は
江
戸
時
代
中
期
ま
で
に
大
阪
の
渋
川
清
右
衛
門
が
『
御
伽
文
庫
』
と
い
う
名
で
『
文
正
草
子
』
や
『
鉢
か
づ
き
』
な
ど
二
十
三
編
の
物
語
を
版
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
叢
書
を
さ
す
が
、
広
義
で
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
か
け
て
成
立
し
た
四
百
種
を
超
え
る
短
編
物
語
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
市
古
貞
次
氏
は
「
お
伽
草
子
」
の
作
者
や
享
受
者
に
は
、
公
家
の
他
に
武
家
や
僧
侶
、
商
人
、
庶
民
な
ど
が
い
た
こ
と
か
ら
、
必
然
的
に
物
語
の
素
材
や
内
容
が
新
形
態
を
持
つ
に
至
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
同
氏
『
中
世
小
説
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会　
一
九
五
五
年
）、「
お
伽
草
子
」
が
あ
ら
ゆ
る
階
層
を
対
象
と
し
、
そ
の
層
に
合
わ
せ
て
多
種
多
様
な
物
語
と
し
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
本
文
の
引
用
に
は
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
（
仮
題
）』（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
十
二　
角
川
書
店　
一
九
八
四
年　
六
二
六
頁
│
六
三
二
頁
）
を
用
い
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
ま
た
、
現
在
こ
の
写
本
の
所
蔵
場
所
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
五
巻　
談
義
本　
同
朋
舎
出
版　
一
九
八
三
年　
六
七
四
頁
│
六
七
八
頁
）
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（『
四
十
八
巻
伝
』）
で
は
、
い
つ
の
出
来
事
か
は
定
か
で
な
い
が
、
法
然
が
清
水
寺
で
「
説
戒
」
の
つ
い
で
に
「
念
仏
」
を
勧
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
治
四
年
（
一
一
八
八
）
滝
山
寺
を
道
場
と
し
て
「
不
断
常
行
念
仏
三
昧
」
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
、
法
然
の
伝
記
類
の
う
ち
初
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
『
源
空
聖
人
私
日
記
』
や
『
法
然
上
人
伝
記
』（『
醍
醐
本
』）
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
が
、『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（『
四
巻
伝
』）、『
法
然
聖
人
絵
』（『
弘
願
本
』）、『
法
然
上
人
伝
絵
詞
』（『
琳
（
（
1
（
（
2
（
（
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九
五
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
阿
本
』）、『
拾
遺
古
徳
伝
絵
』、『
法
然
上
人
伝
記
』（『
九
巻
伝
』）
に
は
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
『
本
朝
祖
師
伝
記
絵
詞
』（『
四
巻
伝
』）
で
は
、「
後
鳥
羽
法
王
御
宇
建
久
元
年
秋
清
水
寺
に
て
上
人
、
説
戒
の
座
に
念
仏
す
ゝ
め
給
け
れ
ば
、
寺
家
大
勧
進
沙
弥
印
蔵
、
滝
山
寺
を
道
場
に
て
不
断
常
行
三
昧
念
仏
は
じ
め
け
る
。」（『
法
然
上
人
伝
全
集
』　
井
川
定
慶
氏
出
版　
一
九
五
二
年　
四
七
八
頁
。
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。）
と
あ
り
、
建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
法
然
が
清
水
寺
で
説
戒
し
た
時
に
念
仏
を
勧
め
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
は
、
こ
の
建
久
元
年
の
出
来
事
を
題
材
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
元
久
元
年
（
一
二
〇
四
）
に
延
暦
寺
が
、
元
久
三
年
（
一
二
〇
六
）
に
は
興
福
寺
が
顕
密
八
宗
を
代
表
し
て
専
修
念
仏
禁
止
を
上
奏
し
、
法
然
と
弟
子
の
安
楽
・
幸
西
・
住
蓮
・
行
空
の
処
分
を
要
求
し
た
結
果
、
朝
廷
は
安
楽
と
行
空
の
配
流
を
認
め
た
が
、
結
果
的
に
は
実
施
さ
れ
ず
、
法
然
に
自
粛
を
求
め
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
の
十
二
月
に
後
鳥
羽
上
皇
が
熊
野
へ
臨
幸
中
に
、
安
楽
ら
と
院
の
女
房
と
の
「
密
通
事
件
」
が
発
覚
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
上
皇
は
激
怒
し
、
建
永
二
年
（
一
二
〇
七
）
に
専
修
念
仏
禁
止
令
が
発
布
さ
れ
、
弟
子
の
安
楽
・
住
蓮
・
善
綽
・
性
願
が
死
罪
と
な
り
、
法
然
も
配
流
と
な
っ
た
。「
密
通
事
件
」
の
真
偽
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
平
雅
行
氏
は
こ
の
事
件
が
契
機
・
触
媒
と
な
り
、
朝
廷
が
専
修
念
仏
を
異
端
と
認
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
修
念
仏
の
弾
圧
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
氏
『
日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』　
塙
書
房　
一
九
九
二
年
）。
「
談
義
」
と
は
、
人
々
に
仏
教
の
法
義
や
宗
旨
に
つ
い
て
説
き
明
か
す
こ
と
で
あ
り
、「
談
義
本
」
と
は
、
談
義
の
際
に
談
義
僧
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
た
本
で
あ
り
、
宮
崎
圓
遵
氏
は
談
義
本
の
定
義
に
つ
い
て
、「
今
談
義
本
の
他
の
書
物
と
区
別
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
特
色
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
を
一
言
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
の
教
法
は
煩
雑
な
教
義
的
説
明
よ
り
も
、
寧
ろ
達
意
的
な
平
易
な
叙
述
で
あ
り
、
而
も
そ
の
理
解
を
助
け
、
所
説
の
効
果
を
大
き
く
す
る
た
め
に
、
種
々
の
因
縁
説
話
を
交
へ
た
も
の
と
云
つ
て
大
過
な
い
で
あ
ら
う
。」（
同
氏
『
真
宗
書
誌
学
の
研
究
』　
永
田
文
昌
堂　
一
九
四
九
年
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
（
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6
九
六
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
順
氏
「
安
楽
寺
略
縁
起
」
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
│
専
想
寺
所
蔵
・
談
義
本
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
と
そ
の
周
辺
│
」（『
西
山
学
会
年
報
』
第
七
号　
一
九
九
七
年
）、
同
氏
「
安
楽
寺
略
縁
起
」
に
関
す
る
二
・
三
の
問
題
│
住
蓮
房
の
身
代
わ
り
説
と
『
松
虫
鈴
虫
和
讃
』
│
」（『
日
本
仏
教
文
化
論
叢
』
上
巻　
永
田
文
昌
堂　
一
九
九
八
年
）、
同
氏
「
伝
隆
寛
律
師
撰
『
法
然
上
人
秘
伝
』
の
一
考
察
」（『
西
山
学
会
年
報
』
第
十
二
号　
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
の
一
連
の
研
究
や
、
三
浦
億
人
氏
「
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
」
項
（
徳
田
和
夫
氏
編
『
お
伽
草
子
事
典
』　
東
京
堂
出
版　
二
〇
〇
二
年　
四
四
九
頁
）、
引
野
亨
輔
氏
「
偽
書
の
地
域
性
／
偽
証
の
歴
史
性
│
生
口
島
の
法
然
伝
説
を
事
例
と
し
て
│
」（『
福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
紀
要
』
第
五
巻　
二
〇
〇
五
年
）、
浅
野
目
睦
美
氏
「『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
に
お
け
る
母
の
役
割
│
孝
養
を
中
心
に
│
」（『
弘
前
大
学　
国
語
国
文
学
』
第
三
十
一
号　
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
六
頁
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
六
頁
│
六
二
七
頁
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
七
頁
。
『
平
家
物
語
』
巻
第
二　
座
主
流
（『
平
家
物
語
』
①　
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
45　
小
学
館　
一
九
九
四
年　
九
十
六
頁
）
『
出
家
功
徳
御
書
』（『
昭
和
新
修
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
』
下
巻　
平
楽
寺
書
店　
一
九
三
四
年　
一
八
四
二
頁
）
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』（『
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
』　
平
楽
寺
書
店　
一
九
五
五
年　
六
五
六
頁
）
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
前
掲
注
13
同
書　
六
六
二
頁
。
『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
中
で
法
然
が
尼
法
師
（
女
性
）
に
厳
し
い
答
え
を
返
し
て
い
る
点
に
関
し
て
は
、
川
内
教
彰
氏
の
論
考
（
（
7
（
（
8
（
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七
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
か
ら
、
摂
関
期
か
ら
院
政
期
に
か
け
て
の
上
流
貴
族
の
既
婚
女
性
の
出
家
は
晩
年
で
あ
り
、
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
の
た
め
に
善
根
功
徳
を
積
む
時
間
的
余
裕
の
な
か
っ
た
女
性
は
、
厳
し
い
修
行
に
専
念
し
て
い
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
剃
髪
し
て
尼
に
な
っ
た
以
上
、
戒
律
を
護
り
な
が
ら
一
向
専
修
念
仏
の
功
徳
を
積
ん
で
欲
し
い
と
の
考
え
か
ら
、
厳
し
い
回
答
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同
氏
「『
一
百
四
十
五
箇
条
問
答
』
の
「
罪
」
を
め
ぐ
っ
て
」（『
仏
教
学
部
論
集
』
第
一
〇
一
号　
二
〇
一
七
年
）
。
『
大
智
度
論
』
巻
第
十
三
に
引
か
れ
て
い
る
『
優
鉢
羅
華
比
丘
尼
本
生
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
二
十
五
・
一
六
一
ａ
│
ｂ
）
で
は
、
仏
が
在
世
の
時
、
優
鉢
羅
華
比
丘
尼
は
貴
人
や
婦
女
に
出
家
を
勧
め
て
お
り
、
貴
婦
女
は
容
姿
の
美
し
さ
な
ど
か
ら
戒
を
保
つ
こ
と
は
難
し
く
、
戒
を
破
っ
て
し
ま
う
と
言
う
が
、
こ
の
比
丘
尼
は
自
身
の
前
世
を
語
っ
た
上
で
、
た
だ
悪
を
作
り
戒
の
因
縁
が
無
け
れ
ば
道
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
出
家
し
て
戒
を
受
け
れ
ば
、
た
と
え
戒
を
破
っ
て
も
、
戒
の
因
縁
に
よ
っ
て
阿
羅
漢
道
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
大
智
度
論
』
が
引
用
し
て
い
る
『
優
鉢
羅
華
比
丘
尼
本
生
経
』
の
思
想
が
『
松
虫
鈴
虫
讃
嘆
文
』
の
地
蔵
菩
薩
と
獄
卒
の
問
答
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
八
頁
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
九
頁
。
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
石
井
教
道
氏
『
選
択
集
全
講
』　
平
楽
寺
書
店　
一
九
五
九
年　
一
八
五
頁
）
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
前
掲
注
13
同
書　
六
六
二
頁
。
『
平
家
物
語
』
巻
第
十　
戒
文
（『
平
家
物
語
』
②　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
46　
小
学
館　
一
九
九
四
年　
二
八
〇
頁
│
二
八
二
頁
）前
掲
注
19
同
書　
一
七
六
頁
。
（
（
16
（
（
17
（
（
18
（
（
19
（
（
20
（
（
21
（
（
22
九
八
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
前
掲
注
4
同
書　
四
八
四
頁
。
前
掲
注
13
同
書　
六
五
三
頁
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
九
頁
│
六
三
〇
頁
。
前
掲
注
6
宮
崎
圓
遵
氏
同
書
、
岡
見
正
雄
氏
「
小
さ
な
説
話
本
│
寺
庵
の
文
学
・
桃
華
因
縁
│
」（『
室
町
文
学
の
世
界
』　
岩
波
書
店　
一
九
九
六
年　
初
出
一
九
七
七
年
）、
高
橋
伸
幸
氏
「
浄
土
系
直
談
と
説
話
│
標
題
説
話
の
背
景
（
上
）・（
下
）
│
」（『
大
谷
学
報
』
第
七
十
一
巻　
第
三
号
・
第
四
号　
一
九
九
二
年
）、
廣
田
哲
通
氏
「
談
義
・
直
談
」（
説
話
の
講
座
第
三
巻
『
説
話
の
場
│
唱
導
・
注
釈
│
』　
勉
誠
社　
一
九
九
三
年
）
な
ど
参
照
。
永
井
義
憲
氏
「
講
経
談
義
と
説
話
│
『
鷲
林
拾
葉
鈔
』
に
見
え
る
さ
ゝ
や
き
竹
物
語
│
」（『
日
本
仏
教
学
研
究
』
三　
新
典
社　
一
九
八
五
年　
初
出
一
九
七
三
年
）、
廣
田
哲
通
氏
『
中
世
法
華
経
注
釈
書
の
研
究
』（
笠
間
書
院　
一
九
九
三
年
）、
近
本
謙
介
氏
「
輻
輳
す
る
伝
承
の
層
│
『
直
談
因
縁
集
』
と
中
世
物
語
・
語
り
物
文
芸
│
」（
伊
井
春
樹
氏
編
『
古
代
中
世
文
学
研
究
論
集
』
第
三
集　
和
泉
書
院　
二
〇
〇
一
年
）
な
ど
参
照
。
徳
田
和
夫
氏
「
三
心
談
義
と
説
話
│
室
町
期
逸
名
古
写
本
の
紹
介
│
」（『
日
本
文
学
史
の
新
研
究
』　
三
弥
井
書
店　
一
九
八
四
年
）、
近
本
謙
介
氏
「
浄
土
宗
談
義
書
に
お
け
る
説
話
覚
書
（
一
）」（『
詞
林
』
第
八
号　
一
九
九
〇
年
）、
高
橋
伸
幸
氏
「
講
経
の
中
の
説
話
」
（『
中
世
文
学
』
第
三
十
六
号　
一
九
九
一
年
）、
上
野
麻
美
氏
「『
当
麻
曼
陀
羅
疏
』
と
常
陸
│
聖
聡
の
説
話
享
受
│
」（『
仏
教
文
学
』
第
二
十
四
号　
二
〇
〇
〇
年
）、
恋
田
知
子
氏
『
仏
と
女
の
室
町
│
物
語
草
子
論
│
』（
笠
間
書
院　
二
〇
〇
八
年
）、
同
氏
「
浄
土
宗
談
義
と
説
話
・
物
語
草
子
│
隆
堯
の
著
作
・
書
写
活
動
を
端
緒
と
し
て
│
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第
四
十
七
号　
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。
前
掲
注
3
千
葉
乗
隆
氏
解
説
、
黒
田
佳
世
氏
「『
阿
弥
陀
の
本
地
』
と
浄
土
真
宗
│
仏
教
大
学
図
書
館
蔵
本
と
新
出
慈
願
寺
蔵
本
を
め
ぐ
っ
て
│
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第
三
十
六
号　
二
〇
〇
一
年
）、
箕
浦
尚
美
氏
「
談
義
と
室
町
物
語
│
真
宗
の
談
義
を
中
心
に
│
」（
伊
（
（
23
（
（
24
（
（
25
（
（
26
（
（
27
（
（
28
（
（
29
九
九
法
然
思
想
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
井
春
樹
先
生
御
退
官
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
日
本
古
典
文
学
史
の
課
題
と
方
法
│
漢
詩　
和
歌　
物
語
か
ら
説
話　
唱
導
へ
│
』　
和
泉
書
院　
二
〇
〇
四
年
）、
同
氏
「
談
義
唱
導
と
お
伽
草
子
」（
徳
田
和
夫
氏
編
『
お
伽
草
子　
百
花
繚
乱
』　
笠
間
書
院　
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
参
照
。
前
掲
注
2
同
書　
六
二
八
頁
。
『
有
善
女
物
語
（
仮
題
）』（
慶
応
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
蔵
写
本
）（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
第
二　
角
川
書
店　
一
九
七
四
年　
五
二
〇
頁
）
『
小
男
の
草
子
』（
天
理
図
書
館
蔵
絵
巻
）（『
室
町
物
語
集　
上
』　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
54　
岩
波
書
店　
一
九
八
九
年　
三
六
七
頁
）『大
仏
供
養
物
語
』（
神
宮
文
庫
蔵
写
本
）（『
室
町
時
代
物
語
集
』
第
四　
井
上
書
房　
一
九
六
二
年　
三
二
四
頁
）
本
文
の
引
用
に
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
井
川
定
慶
氏
『
法
然
上
人
絵
伝
の
研
究
』（
井
川
定
慶
氏
出
版　
一
九
六
一
年
）
前
掲
注
7
伊
藤
正
順
氏
「
安
楽
寺
略
縁
起
」
の
成
立
過
程
に
関
す
る
研
究
│
専
想
寺
所
蔵
・
談
義
本
『
松
虫
鈴
虫
物
語
』
と
そ
の
周
辺
│
」　
二
十
八
頁
。
同
右
。
『
法
然
上
人
秘
伝
』
下
（『
浄
土
宗
全
書
』
第
十
七
巻　
山
喜
房
仏
書
林　
一
九
七
一
年　
二
十
五
頁
）
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
。
（
（
30
（
（
31
（
（
32
（
（
33
（
（
34
（
（
35
（
（
36
（
（
37
一
〇
〇
仏
教
学
会
紀
要　
二
四
号
